
平成う年下月2用建設工業新聞

埜本信一
東光コンサルタンツ顧問

3
月
1
1
日
に
発
生
し
た
M
9
の
大
地
震
と

津
波
が
残
し
た
爪
あ
と
は
あ
ま
り
に
も
大
き

く
、
そ
の
震
災
復
興
に
は
日
本
で
は
い
ま
だ

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
幾
多
の
困
難
な
課
題

を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

特
に
、
．
被
害
を
甚
大
に
し
た
直
接
の
膜
園

が
津
波
で
あ
り
、
今
後
も
津
波
の
発
生
の
可

能
性
が
高
い
東
北
地
方
の
復
興
に
あ
た
っ
て

は
、
私
権
に
係
わ
る
宅
地
面
で
の
土
地
利
用

規
制
と
そ
れ
に
対
す
る
代
替
用
地
の
確
保
は

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
こ
れ
ま
で
公

共
イ
ン
フ
ラ
の
事
業
計
画
、
都
市
計
画
、
あ

る
い
は
土
地
利
用
計
画
な
ど
で
行
政
機
関
と

協
働
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
工
事
に

関
し
て
は
工
事
契
約
の
資
料
作
り
、
請
負
工

事
の
施
工
管
理
面
で
も
行
政
機
関
の
支
援
を

し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
住
民
参
加
型
の

事
業
計
画
の
作
成
経
験
も
多
い
。
こ
の
際
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
蓄
積
し
た
知
識
と

擢
験
を
生
か
し
、
今
後
、
行
政
機
関
に
よ
る

を
検
討
す
る
余
裕
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
ろ

う
ご
の
際
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
ど
の

よ
う
な
方
法
で
支
援
あ
る
い
は
協
力
が
で
き

る
か
を
積
極
的
に
提
案
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
た
だ
し
、
復
興
計
画
の
策
定
、
そ
れ
に
続

く
事
業
実
施
は
長
期
間
を
要
す
る
も
の
で
あ

り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
持
続
的
な
支

援
、
協
力
は
、
フ
ィ
ラ
ン
ン
ロ
ビ
ー
精
神
を
保

ち
つ
つ
も
行
政
機
関
に
よ
る
と
サ
ー
ビ
ス
の

調
達
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

方
の
各
県
に
市
町
村
別
の
県
職
員
、
学
識
経

験
者
、
関
係
市
町
村
の
職
員
と
住
民
代
表
で

構
成
す
る
震
災
復
興
入
札
契
約
委
員
会
を
設

立
し
、
そ
の
委
員
会
が
入
札
・
契
約
事
務
を

支
援
す
る
。
契
約
は
発
注
者
が
委
員
会
で
下

請
業
者
も
考
慮
し
て
選
定
さ
れ
た
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
業
務
内
容
と

概
略
業
務
量
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
支
払
を

決
め
る
）
方
式
で
堕
思
契
約
を
す
る
。
発
注

者
は
具
体
の
業
務
実
施
が
必
要
に
な
っ
た
都

度
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
業
務

さ
ら
に
、
被
災
地
に
は
有
能
な
人

材
を
多
数
失
い
復
興
作
業
に
支
障

を
来
す
行
政
機
関
も
少
な
く
な

建
設
コ
ン
サ
ル
は
復
興
支
援
策
の
提
案
を

実
施
指
示
を
す
る
。
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
料
は
上
限
額
付
き
時
給

い
。
ま
た
、
復
興
に
あ
た
っ
て
は
地
域
住
民

と
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
が
、
各
地
に
散
ら

ば
っ
て
い
る
避
難
生
活
者
と
の
対
話
に
も
多

大
の
手
間
と
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
難
局
下
の
震
災
復
胞
に
対
し
て
は
、

官
民
の
枠
超
え
て
全
て
の
日
本
人
が
夫
々
の

専
門
知
識
と
経
験
を
活
か
し
て
人
的
資
源
面

か
ら
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
復
興
の

成
否
は
最
初
の
復
興
計
画
で
決
ま
る
も
の
で

あ
り
、
計
画
策
雇
へ
の
支
援
、
人
材
確
保
は

急
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

震
災
復
興
計
画
の
策
定
へ
協
力
、
支
援
を
す

る
う
え
で
最
も
相
応
し
い
立
場
に
あ
る
と
い

え
る
。
た
だ
し
、
復
興
計
画
に
は
被
災
地
の

歴
史
、
文
化
、
風
習
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
外
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
復
興
計
画
に
参
画
す
る
際
に
は
地
元

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
協
働
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

現
在
、
被
災
地
の
多
く
の
行
政
機
関
は
住

民
の
日
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
の
に
精
い

っ
ぱ
い
で
、
将
来
の
復
興
計
画
の
策
定
体
制

う
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
提
案

で
は
調
達
に
関
す
る
入
札
奥
的
方
式
に
触

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
早
急
に
業
界
を
挙
げ
て
、
英
知
を

絞
り
震
災
復
興
を
支
援
す
る
方
策
と
体
制
を

関
係
者
に
提
案
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

以
下
は
、
提
案
の
イ
メ
ー
ジ
在
京
す
目
的

の
た
め
筆
者
が
思
い
付
い
た
私
案
「
震
災
復

興
入
札
契
約
肇
貝
会
（
仮
称
）
」
に
よ
る
入

札
・
契
約
方
式
の
概
要
で
あ
る
。

発
注
者
は
各
市
附
村
と
す
る
が
、
東
北
地

実
費
精
算
方
式
と
す
る
。
ま
た
、

市
町
村
は
必
要
に
応
じ
て
発
注
者
側
の
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
契
約
管
理
者
と
な
る
、
イ
ン
ハ

ウ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
発
注
者
支
援
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）
を
雇
用
す
る
こ
と
も
考
え
る
。

今
回
の
国
難
的
蕪
災
に
対
す
る
復
興
計
画

の
策
定
に
係
わ
る
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
は
迅
速

な
契
約
締
結
、
発
注
者
と
受
注
者
間
の
強
い

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
憺
成
、
業
務
内
容
の

弾
力
的
変
更
が
求
め
ら
れ
る
。
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
提
案
は
、
こ
の
点
に
特
に
壁
息

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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